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目次 内容 ページ
1 チャットについて P3
2 チャットを設定する(各種詳細) P4-7
3 チャットに入室、送信する P8
4 チャットログを確認する P9



チャットについて
• チャットでできること

• リアルタイムでのオンラインのやり取り(コース全体)
• 過去のチャット会話ログの保存

• 「＋活動またはリソースを追加する」
から「チャット」を選択

• チャットの流れ
(教員、TA)
Moodleで

チャットを設定

(全員*)
チャットのログを確認

(設定した場合のみ)

(全員)
チャットへ
入室、会話

編集モードをOn

留意点
• チャットの内容はチャットセッションに参加中の全メンバーに公開されます。

• チャットセッション内でのプライベートメッセージ送信はできません。
• メッセージの改行、一度送った内容の編集・削除、ファイル添付はできません。



チャットを設定する
チャットタイトル

説明を設定する場合に記入
☑を入れると、コーストップ
ページに説明が表示される

チャットの開始日時
(設定した開始日時より前に入室は可能)

上記の日時を表示するか、また繰り返すか

チャットログを保存期間

過去のチャットで保存されたログを、
学生が閲覧して確認することを許可するか



(各機能共通)モジュール共通設定

モジュール共通設定

利用 「表示する」か「秘匿にする」か選択する。
秘匿にした場合、「表示する」設定に変更するまで学生は見ることができない。

IDナンバー 機能に対してIDナンバーを付けることができる。(教材識別用)
基本は空白のままで、利用しません。

言語の強制 学生が開いた際に、表示される言語を強制することができる

グループモード

グループなし コースに登録された全員で利用できる

分離グループ それぞれのグループメンバーはグループ内のみ利用でき
る。他のグループは閲覧できない

可視グループ それぞれのグループメンバーはグループ内のみ利用でき、
他のグループも閲覧することができる

グルーピング コースでグルーピング(グループの群)を設定している場合に設定

グループ/グルーピン
グ
アクセス制限を追加
する

下の「利用制限」にグループ毎の設定を追加することができる
*上のグループモードでグループ設定をオンにしている場合にのみ設定可能

秘匿にした場合は、コーストップページ
にこの表示が出る



(各機能共通)利用制限
利用制限

活動完了
この機能を利用する前提条件として、コース上に存在する別の機能を完了することで
アクセスできるようにする。
例１： 特定のアンケートを回答していないとアクセスできない
例２： 特定の課題を提出していないとアクセスできない

日付 この機能の利用開始日時(コース上に表示される日時)、
利用終了日時(コース上から非表示となる日時)を設定できる

評点 この機能を利用する前提条件として、コース上に存在する課題や小テストで一定の得
点を獲得することを求める場合に設定

グループ 指定したグループ、またそれ以外の学生に対してアクセス条件を設定する

グルーピング 指定したグルーピング(グループの群)内のグループに属している学生にのみアクセス
を許可する設定

Other course 
completion

他のコースを完了していることを条件とする場合に設定
(利用を推奨しません)

ユーザ
プロファイル

指定した学生に限定して、この機能の利用を許可する設定
例) 特定の学籍番号の学生にのみ許可する

制限セット 上記の設定を複数用いて、より複雑な制限をかけたい場合に設定



(各機能共通)活動完了、タグ、コンピテンシ

完了トラッキング
活動完了を表示しない 学生に活動完了を表示チェックボックスを表示させない
ユーザが手動で活動を
完了マークできる

活動完了チェックボックスに、学生自身が手動でチェックを入れることができます。
学習の進捗管理を学生自身に委ねる場合はこの設定にして下さい。

条件を満たした場合、
活動完了を表示する

下で設定する条件を満たした場合、自動的に活動完了にチェックが入るようになります。
学習の進捗を教師が把握をしたい場合はこの設定にして下さい。

条件
閲覧する必要がある ここにチェックを入れると、学生がコンテンツを閲覧する

（送信後または評定完了後）と、自動的にチェックが入ります
評定される必要がある 教員が評点を行った時点で、活動完了とみなされ、自動的にチェックが入ります
合格点に達する必要がある 評点を受け、合格点に達していた場合にのみ、自動的にチェックが入ります
送信(提出)する必要がある 学生は課題等を送信(提出)すると自動的にチェックが入ります

手動で完了

条件で完了

活動完了
学生が機能を利用したかどうかを確認することができます。設定すると、コース画面の機能にチェックボックスが表
示され、学生がその教材を閲覧するなど様々な条件でチェックが入るようにできます。
また、教師はコース全体で、どの学生がどの教材を視聴したかを確認し、学習の進捗を把握することが可能になりま
す。

APU Moodleでは
利用しない

APU Moodleでは
利用しない

完了した場合

設定が完了したら必ず保存



チャットに入室、送信する

設定したチャット日時と
その時間のカウントダウン
設定したチャット日時と
その時間のカウントダウン

テキストを入力して、
「送信」することでチャットを送ることができます

留意点
• チャットの内容はチャットセッションに参加中の全メンバーに公開されます。

• チャットセッション内でのプライベートメッセージ送信はできません。
• 以下のアクションを行うと、自分の画面から過去の会話が消えてしまうためご注意ください。

• ページの更新（再読み込み）
• 参加者のアイコン画像のクリック
• テーマ（UI）の変更

• メッセージの改行、一度送った内容の編集・削除、ファイル添付はできません。
• 新規メッセージが投稿された時や、メンション（返信対象者を指定すること）された時にも
通知はされません。

• 誰かが自分に対してビープ音（ブザーのような通知音）を鳴らした場合のみ、
サウンドがONになっていればビープ音が鳴ります。

特定の参加者に対して、名前の入力や、ビープ音を
鳴らして、メンションすることができます

チャット画面のテーマを変更できます

確認できるログは、入室中のものだけです。
入室前、退出後のログは表示されません。

(過去のセッションからでのみ確認できます。)



チャットログを確認する
過去に送信されたチャットログを確認できます。

過去のチャットログの
詳細はここから

チャットログを削除する場合

学生への公開設定をしている場合、
学生も同様にここからログを確認できます。
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